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第１回ポスドク報告書 
久門 智祐 

 2021年の夏にUniversity of Pennsylvaniaで生物学のPhDを取得し、2021年の冬からMITの
Whitehead Institute, Howard Hughes Medical Instituteでポスドクとして勤務する久門智祐です。PhD取
得から現在に至るまでの経過を報告します。  

PhD取得からポスドク開始まで 
 2021年の夏にPhDを取得したのですが、ポスドク勤務を開始したのはその年の冬でした。その間
なにがあったかというと、人生の夏休み(２回目)を謳歌していました。ちなみに１回目の人生の夏休みは
日本の大学院を中退してからアメリカでのPhD課程が始まるまででした。あと何度人生の夏休みを経験で
きるのでしょうか... 今回の夏休みでは日本国内の海や陸を巡ってリフレッシュをしました。 

生活 
 さて、２度目の人生の夏休みを終え、11月からMITのホワイトヘッド研究所とハワード・ヒュー
ズ医学研究所で勤務を開始しました。ホワイトヘッド研究所はMITにある経営上は大学から独立した研
究所で、物理的に所属している研究所はこちらです。ハワード・ヒューズ医学研究所は大学や研究所に所
属する研究者をそこへ在籍させたまま雇用するという研究所で、雇用関係にある研究所はこちらです。 
 ボストンでの生活が始まっておよそ半年が経ちました。ペンシルベニア大学のあったフィラデル
フィアと、現在住むボストンの大きな違いは（アメリカ基準での）治安の良さとH Martが生活圏内にあ
ることです。フィラデルフィアは日が暮れるとかなり不安な街でしたが、ボストン（というよりも大学の
あるケンブリッジ付近）はかなり安全だなと感じました。とはいってもやはりアメリカはアメリカなの
で、気をつけるところは気をつけようと思います。H Martは韓国系のスーパーで、日韓中の食材が買え
るので、毎日納豆生活をすることが可能になりました。物価がかなり高いこともあり、ほぼ毎日自炊す
るようになって、食生活は以前よりもだいぶ改善しました。 
 実験系がマウスからハエに変わったため、日常からねずみ成分が減りました。そのため、減った
ねずみ成分を補おうと、ハムスターを飼い始めました。 

研究 
 真核生物のゲノムには機能が不明な大量のリピート配列が含まれていて、ゲノムのダークマター
とも呼ばれています。大学院時代にはセントロメア（染色体の分配に関わる部位）のリピート配列に着目
していましたが、ポスドクではセントロメア以外のリピート配列に着目した研究をしています。 
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 人生の夏休み期間やポスドク開始後に、大学院時代の成果が全て論文や総説として出版され、名
実ともに大学院での研究が終わりました。 

Kumon, T., Ma, J., Akins, R.B., Stefanik, D., Nordgren, C.E., Kim, J., Levine, M.T., and Lampson, M.A. 
(2021). Parallel pathways for recruiting effector proteins determine centromere drive and suppression. 
Cell 184, 4904-4918. (Cell誌でのPreviewsのほか、実験医学でも特集記事が掲載されました) 

Kumon, T., and Lampson, M.A. (2022). Evolution of eukaryotic centromeres by drive and suppression of 
selfish genetic elements. Seminars in Cell Developmental Biology 128, 51–60. 

 これらの論文や総説を書いた際、その内容を模したイラストも描きました。論文のイラストは
Cellの表紙に応募しましたが、プロ仕様のサイのイラストに完敗し不採用となりました。総説のイラスト
は「赤の女王仮説」を説明する際によく用いられるアリスのイラストを真似たものです。これから「赤
の女王仮説」を説明する際はこのイラストを使おうと思います。 

 さて、ポスドク先を選ぶ際にはPhDの指導教官のアドバイスのほか、学会のキャリアフォーラム
で話したワシントン大学のSue Bigginsが大きな影響を与えました。彼女曰く、「大学院での研究分野と
ポスドクでの研究分野を変えることで、独立した際に研究の方向性が考えやすくなる。大学院での研究
とポスドクでの研究を足し合わせるだけで、自分独自の研究をすることができる。」とのことでした。
そのため大学院での研究と大まかな括りは一緒だけれど、分野の異なる研究室を大学院の指導教官に伺
い、UCバークレーのRebecca Heald研究室とMITのYukiko Yamashita研究室で迷いました。Heald研究
室はカエルを用いて、Yamashita研究室ではハエを用いて、どちらも面白い進化の研究をしていました。
どちらかというとHeald研究室の生化学寄りの細胞生物学のアプローチよりも、Yamashita研究室の遺伝
学寄りの細胞生物学のアプローチの方が好きだったことなどが決め手となりました。ポスドク生活が始
まってから半年の間、モデル生物やアプローチが変わったことで、自分の研究の方向性を考えるのに苦
労しましたが、最近になって研究の方向性が固まってきました。次のポスドク報告書を書く時期までに
は、どんな研究をしているか軽く紹介できる程度まで研究を進めたいと思います。 

おわりに 
 大学院時代、半年に一度の船井財団への報告書が、その半年の反省点を振り返り、今後どのよう
に研究を進めていくか考え直す良い機会になっていました。このポスドク報告書も同じような機会とし
て活用しようと考えています。大学院以降もさまざまな形で支援をしていただける船井財団にこの場をか
りてお礼を申し上げます。
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論文のイラスト(左)と採用された表紙イラスト(右) 
プロを雇うのはズルい

総説のイラスト(左)と元ネタのイラスト(右) 
表紙は募集してなかった


